




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































③ Cisco Webex Meetingsの よ う な オ ン ラ イ ン 授 業
ツールの操作習得（リアルタイム授業や一人授業に
よる録画作業）
④ YouTube，Googleドライブなどのオンデマンド配
信ツールの操作習得
オンライン授業について、黎明期の段階は授業者自身
が行う必要があるものとサポートスタッフの配置でカ
バーできるものを分け、授業の遂行を最優先に行う必要
がある。
これができた上で、次のような発展が考えられる。
⑤ ブレイクアウト（少人数でのグループワーク）機能
の活用
⑥オンラインファシリテーション技術の向上
⑦ 対面とオンラインを組み合わせたハイフレックス
（Hybrid-Flexible）授業への対応
これからの時代を担う学生には、レポートの作成やオ
ンライン授業の受講で、在学中に自然と身に着けられる
ものが多くみられる。
近年、GIGAスクール構想など、小・中学生からコン
ピュータやオンラインを活用した授業を受ける機会が増
え、数年後にはオンライン授業自体が当たり前のものと
なってくることが予想される。
そのため、教師は早い時期に色々な形式の授業にチャ
レンジをし、失敗を含めた経験を多く蓄積することが求
められる。教職を目指す学生には、大学においてそのよ
うな機会を多く持たせていくことが望まれる。
５．３　オンライン授業に対する授業準備
私の場合、職業指導を他大で指導した経験から、講義
資料が一部、使用できたことが準備時間の短縮に大きく
役立った。
デジタル資料の作成には、多くの時間が必要となるが、
グラフや図などを少しずつ蓄積していくことや講義に必
要な資料のサイトを把握しておくことも重要である。
学生に対して、どのようなデータをどのようなWeb
サイトで入手できるかといった指導を日頃からしておく
ことも必要である。
５．４　オンライン授業に関する情報収集
私は、春学期期間中に国立情報学研究所が主催するサ
イバーシンポジウムに参加したり、本学ではToyoNet-
ACE内のオンライン授業の実践 (カタリバ)を見ることが
授業を行う上で大変参考になった。
学生に対してもこのようなオンライン授業自体に関す
る内容を学習する機会を設ける必要性が感じられる。
６．まとめ
2020年度は、新型コロナウイルス感染症に対する緊
急事態ということで、多くの教員が無理を抱えながら進
めてきた状況である。
個人として、今年度作成した資料や経験をもとに授業
改善を行うほか、学内で経験や蓄積を共有すること、オ
ンライン時代の教育について開拓していくことが必要で
ある。
また、オンライン教育が普及していく時代であっても
教師が子どもに与える影響が変わるわけではない。
生徒に寄り添うことや専門性が高く、大きく成長をさ
せられる教師が本学から多く輩出されることを期待して、
今後も取り組んでいきたい。
